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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  対象部位を測定する手段を有する超音波診断
装置において、上記対象部位の測定の際に、超音波断層
像の画素の輝度に応じて測定用マーカーの移動速度を変
える。
【解決手段】  探触子１で被検体内に超音波を送受信
し、この受信した反射エコー信号を処理して画像信号を
形成し、この画像信号を超音波断層像として表示し、こ
の表示された断層像に基づいて対象部位を測定する手段
を有する超音波診断装置において、上記対象部位の測定
の際に、上記断層像の画素の輝度に応じて測定用マーカ
ーの移動速度を変える手段（７，１０）を設けたもので
ある。このような手段を設けたことにより、上記対象部
位の測定の際に、超音波断層像の画素の輝度に応じて測
定用マーカーの移動速度を変えることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  探触子で被検体内に超音波を送受信し、
この受信した反射エコー信号を処理して画像信号を形成
し、この画像信号を超音波断層像として表示し、この表
示された断層像に基づいて対象部位を測定する手段を有
する超音波診断装置において、
上記対象部位の測定の際に、上記断層像の画素の輝度に
応じて測定用マーカーの移動速度を変える手段を設けた
ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、探触子から被検体
内に超音波を送信し受信した反射エコー信号を用いて被
検体の超音波断層像を表示し対象部位を測定する超音波
診断装置に関し、特に、超音波断層像の画素の輝度に応
じて測定用マーカーの移動速度を可変する超音波診断装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波診断装置は、被検体内に超
音波を送受信する探触子と、この受信した反射エコー信
号を処理して画像信号を形成する手段と、この形成され
た画像信号を処理して超音波断層像として表示する手段
と、この表示された超音波断層像に基いて対象部位を測
定する手段とから構成されており、上記対象部位を測定
する手段は、表示手段の画面上に表示された測定用マー
カーを操作するためのポインティングデバイスを有して
成っていた。このような超音波診断装置を用いて被検体
の対象部位を測定する際においては、上記ポインティン
グデバイスを操作して前記画面上の測定用マーカーを移
動させ、超音波断層像の２点に合わせその移動距離から
対象部位の長さを測定していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このように測
定用マーカーを移動させるときにおいて、該測定用マー
カーの移動速度は、例えばポインティングデバイスとし
てトラックボールを用いた場合、該トラックボールを回
転させる速度にのみ依存していた。つまり、トラックボ
ールを回転させる速度が遅ければ測定用マーカーの移動
速度は遅く、逆にその回転させる速度が速ければ測定用
マーカーは速く移動した。したがって、測定用マーカー
を断層像上の対象部位の位置に厳密に合わせるために
は、トラックボールをゆっくり回転させて微妙な調整を
しなければならず、逆に測定用マーカーを長い距離素早
く動かすためには、トラックボールを素早く回転させな
ければならなかった。また、トラックボールを回転させ
る速度に対する測定用マーカーの移動速度を調整して、
測定用マーカーの厳密な位置合わせができるようにその
移動速度を遅くすると長い距離を移動させるのに時間が
かかり、逆に測定用マーカーの素早い移動ができるよう
にその移動速度を速くすると微妙な位置合わせが難しく
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なるという問題点があった。
【０００４】そこで、本発明は、このような問題点に対
処し、測定用マーカーの移動速度を表示装置の画面に表
示された超音波断層像の画素の輝度に応じて変化させ
て、被検体の対象部位の測定を正確かつ迅速に行うこと
ができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明による超音波診断装置は、探触子で被検体内
に超音波を送受信し、この受信した反射エコー信号を処
理して画像信号を形成し、この画像信号を超音波断層像
として表示し、この表示された断層像に基づいて対象部
位を測定する手段を有する超音波診断装置において、上
記対象部位の測定の際に、上記断層像の画素の輝度に応
じて測定用マーカーの移動速度を変える手段を設けたも
のである。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を添付
図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明による
超音波診断装置の実施の形態を示すブロック図である。
この超音波診断装置は、被検体内に超音波を送信し受信
した反射エコー信号を用いて被検体の超音波画断層像を
表示し対象部位を測定するもので、探触子１と、超音波
送受信部２と、画像処理部３と、表示装置４と、操作卓
５と、制御部６とを有し、さらに記憶装置７を備えて成
る。
【０００７】探触子1は、被検体の対象部位に向けて超
音波を送信すると共にこの送信された超音波が上記対象
部位で反射して戻ってきた反射エコー信号を受信しこれ
を受信信号に変換するもので、図示省略したがその内部
に、超音波の発生源となると共に反射エコー信号を受信
する振動子を有している。
【０００８】超音波送受信部２は、上記探触子1に送信
信号を供給すると共に該探触子１から入力した受信信号
を増幅し断層像情報を形成するもので、図示省略したが
その内部には、送信信号を形成する送波回路と、入力し
た受信信号を増幅する受波増幅器と、後述の制御部６か
ら入力した送受制御信号によりそれらを制御する制御回
路とを有している。
【０００９】画像処理部３は、上記超音波送受信部２で
形成された断層像情報と後述のマーカー座標算出部９で
算出されるマーカー座標情報とを処理して画像信号を形
成すると共に表示装置４の画面に表示される測定用マー
カーの座標における画素の輝度信号を制御部６に送出す
るものである。
【００１０】表示装置４は、上記画像処理部３で形成さ
れる画像信号を入力しこれを対象部位の超音波断層像及
び測定用マーカーとして画面に表示するもので、例えば
ＣＲＴ等から成る。
【００１１】操作卓５は、超音波診断装置本体を操作す
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る入力装置であって、ポインティングデバイス８を有し
て成っている。このポインティングデバイス８は、上記
表示装置４に表示される測定用マーカーを移動させるも
ので、例えばトラックボール、マウス、ジョイスティッ
ク等から成る。なお、このポインティングデバイス８
は、その操作させる量に応じた移動信号を発生し、この
移動信号は制御部６に送出される。
【００１２】制御部６は、超音波診断装置の各構成要素
を制御するために上記超音波送受信部２に送受制御信号
を送出し、上記画像処理部３から測定用マーカーの座標
における画素の輝度信号を入力し、上記ポインティング
デバイス８から移動信号を入力して基本速度信号Ｖ０に
変換するもので、その内部には、上記基本速度信号Ｖ０
からマーカー座標情報を算出し、これを前記画像処理部
３に送出するマーカー座標算出部９を有している。上記
操作卓５と上記制御部６とから、対象部位を測定する手
段が構成されている。
【００１３】ここで、本発明による超音波診断装置にお
いては、断層像の画素の輝度に応じて測定用マーカーの
移動速度を変える手段として、記憶装置７と、積算器１
０とが設けられている。この記憶装置７は、上記制御部
６から画素の輝度信号を取り込んで移動速度係数Ｋに変
換するための変換テーブルのデータを格納するもので、
例えば図２に示すような変換テーブル１１が格納されて
いる。また、上記積算器１０は、前記ポインティングデ
バイス８からの移動信号を変換した基本速度信号Ｖ０に
上記移動速度係数Ｋを積算してマーカー移動速度信号Ｖ
ｍを形成するものである。このマーカー移動速度信号Ｖ
ｍの値により、測定用マーカーの移動速度が変わるよう
になる。
【００１４】以上のように構成された超音波診断装置を
用いて被検体の超音波断層像を表示し対象部位を測定す
る動作について以下に説明する。まず、図１を参照する
と、探触子１は、超音波送受信部２から送信信号を受け
て被検体の対象部位に向けて超音波を送信し、この送信
された超音波が上記対象部位で反射して戻ってきた反射
エコー信号を受信し、この受信した反射エコー信号を受
信信号に変換して超音波送受信部２に送出する。ここ
で、上記超音波送受信部２における送信信号および受信
信号の送受信は、制御部６から送出される送受制御信号
によって制御されている。上記受信信号は、上記超音波
送受信部２で増幅され被検体の対象部位の断層像情報と
して画像処理部３に送出される。この断層像情報は、画
像処理部３で後述のマーカー算出部９から送出されるマ
ーカー座標情報と共に処理され画像信号に変換される。
この画像信号は、被検体の対象部位の超音波断層像と共
にこの断層像上を移動する測定用マーカーとして表示装
置４に表示される。
【００１５】ここで、上記表示装置４の画面上に表示さ
れる測定用マーカーは、操作卓５に設けられたポインテ
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ィングデバイス８を操作して移動させる。このとき、こ
の測定用マーカーの移動速度は、上記画面上に表示され
る該測定用マーカーの座標における画素の輝度に応じて
変化する。例えば、超音波断層像上で輝度が高く明るい
部分では上記測定用マーカーはゆっくりと動き、逆に超
音波断層像上で輝度が低く暗い部分では該測定用マーカ
ーは素早く動く。
【００１６】次に、測定用マーカーの移動速度が、その
超音波断層像上に位置する座標における画素の輝度に応
じて変化する状態について説明する。ここでは、測定用
マーカーを移動させるポインティングデバイス８とし
て、トラックボールが用いられているものとする。操作
者がトラックボールを回転させるとその回転数の信号が
制御部６に送出される。このトラックボールの回転数の
信号は、上記制御部６で基本速度信号Ｖ０に変換されて
積算器１０に送出される。一方、超音波断層像上の測定
用マーカーの座標における画素の輝度信号が画像処理部
３から制御部６に送出され、この輝度信号は、上記記憶
装置７に格納されている変換テーブル１１（図２参照）
のデータを用いて移動速度係数Ｋに変換されて積算器１
０に送出される。そして、上記積算器１０により、上記
の基本速度信号Ｖ０及び移動速度係数Ｋを用いてマーカ
ー移動速度信号Ｖｍが求められる。このマーカー移動速
度信号Ｖｍは、最終的には測定用マーカーの移動速度を
決める信号となるものであり、下記（１）式により演算
される。
Ｖｍ＝Ｋ×Ｖ０  …（１）
【００１７】上記（１）式において、移動速度係数Ｋは
画素の輝度信号に応じて決まるものであるから、マーカ
ー移動速度信号Ｖｍは、超音波断層像上の測定用マーカ
ーの座標における画素の輝度信号に応じて変化すること
がわかる。マーカー座標算出部９において、上記マーカ
ー移動速度信号Ｖｍからマーカー座標情報が算出され
る。このマーカー座標情報は、前記画像処理部３で処理
され測定用マーカーとして表示装置４に表示される。
【００１８】次に、図３を参照して、超音波断層像の画
素の輝度に応じて測定用マーカー１２の移動速度を可変
させる動作の具体例を説明する。図３は、図１に示す表
示装置４に表示された例えば胎児の頭部の超音波断層像
である。一般的な産科計測では、胎児の成長段階を診断
するために頭蓋骨の横経や前後径を測定するが、そのた
めには、被検体の対象部位について正確かつ迅速な測定
がのぞまれている。図３に示す胎児の頭部の超音波断層
像において、太い線で示す頭蓋骨１３の部分は輝度が高
く、その他の部分は画素の輝度が低くなるという特徴が
ある。
【００１９】このような場合における測定用マーカー１
２の移動速度の可変について、前記（１）式及び図２を
参照して説明する。例えば、測定用マーカー１２が胎児
の頭蓋骨１３から離れて位置しており、その座標におけ
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る画素の輝度信号が０であるとすると、その時の移動速
度係数Ｋは１であるので、前記（１）式より、測定用マ
ーカー移動速度信号Ｖｍは、基本速度信号Ｖ０と同じ値
になる。すなわち測定用マーカーは、トラックボールを
回転した分だけ移動する。逆に、測定用マーカー１２が
胎児の頭蓋骨１３付近に位置しており、その座標におけ
る画素の輝度が１５であるとすると、その時の移動速度
係数は1/16であるので、前記（１）式より、測定用マー
カー移動速度Ｖｍは、基本速度信号Ｖ０の１６分の１の
値になる。すなわち、測定用マーカーは、トラックボー
ルの回転速度の１６分の1の速度で移動する。
【００２０】ここで、図２に示す変換テーブル１１は、
画素の輝度が高いほど移動速度係数Ｋは小さく、画素の
輝度が低いほど移動速度係数Ｋが大きい。したがって、
測定用マーカー１２は、その座標が頭蓋骨１３付近すな
わち画素の輝度が高く明るい部分ではゆっくりと動作
し、逆にその座標が頭蓋骨１３から離れた画素の輝度が
低い部分では素早く移動する。測定用マーカー１２が、
このように断層像の画素の輝度に応じて移動速度が変化
するので、従来のようにトラックボールを断層像に合わ
せて微妙に動かしたり、素早く回転させることなく、容
易に位置合わせが可能となり、被検体の対象部位の測定
を正確かつ迅速に行うことができる。なお、この例にお
いては、画素の輝度信号のレンジを０から１５とし、画
素の輝度信号を移動速度係数Ｋに変換する変換テーブル
については線形のものが用いられているが、使用する変
換テーブルは、測定する対象部位に応じて更にレンジの
広いものや非線型のものを用いることで被検体の対象部
位の測定をより正確かつ迅速に行うことができる。ま
た、上記マーカー座標算出部９及び積算部１０は、ソフ*
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*トウェアによって実現することもできる。
【００２１】
【発明の効果】本発明は、以上のように構成されたの
で、被検体の対象部位を測定する際に、測定用マーカー
の移動速度を表示装置の画面に表示された超音波断層像
の画素の輝度に応じて可変し、測定用マーカーの位置を
厳密に合わせる測定部分ではその移動速度が遅くなり、
測定部分以外ではその移動速度が速くなるので、被検体
の対象部位の測定を正確かつ迅速に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による超音波診断装置の実施の形態を示
すブロック図である。
【図２】上記超音波診断装置の記憶装置に格納された移
動速度係数の変換テーブルを示す説明図である。
【図３】本発明による超音波診断装置で対象部位を測定
した時の画面表示例を示す説明図である。
【符号の説明】
１…探触子
２…超音波送受信部
３…画像処理部
４…表示装置
５…操作卓
６…制御部
７…記憶装置
８…ポインティングデバイス
９…マーカー座標算出部
１０…積算器
１１…変換テーブル
１２…測定用マーカー
１３…頭蓋骨

【図１】 【図２】



(5) 特開２００１－２４５８８８

【図３】



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2001245888A5 公开(公告)日 2007-01-25

申请号 JP2000058790 申请日 2000-03-03

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立医药

申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

[标]发明人 岩崎直明

发明人 岩崎 直明

IPC分类号 A61B8/14 G06T1/00 H04N7/18

FI分类号 A61B8/14 G06T1/00.290.D H04N7/18.Q

F-TERM分类号 4C301/AA02 4C301/CC01 4C301/DD25 4C301/EE10 4C301/EE11 4C301/KK27 4C301/KK36 4C301
/KK40 4C301/LL20 5B057/AA07 5B057/BA05 5B057/CA08 5B057/CA12 5B057/CA16 5B057/CB08 
5B057/CB12 5B057/CB16 5B057/CC01 5B057/CE08 5C054/AA01 5C054/CA08 5C054/CH01 5C054
/FA00 5C054/FE14 5C054/HA12 4C601/DD09 4C601/EE07 4C601/EE09 4C601/JC40 4C601/KK31 
4C601/KK37 4C601/KK42 4C601/KK44 4C601/KK50 4C601/LL40

其他公开文献 JP2001245888A
JP4429458B2

摘要(译)

解决的问题：在具有用于测量目标部位的装置的超声诊断设备中，根据
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在测量目标部位时根据断层图像的像素的亮度来改变测量标记的移动速
度的装置（7）。 ，10）。 通过提供这样的手段，可以在测量目标区域
时根据超声断层图像的像素的亮度来改变测量标记的移动速度。
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